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【はじめに】磁気光学イメージングプレートに用いられる Bi置換希土類鉄ガーネットの結晶化に

は、650 ℃程度の高温熱処理プロセスが必要である 1)。そのため、ポリイミドのような耐熱温度が

約 350 ℃の高分子基材へ成膜するためには、成膜プロセスの低温化が求められる。これまでに我々

は、光MOD法による Bi置換希土類鉄ガーネットの成膜法の開発を行い、本焼成温度を 450 ℃ま

で下げることに成功した 2)が、成膜温度を 350 ℃まで下げるには、本焼成プロセスのさらなる低

温化に加えて、仮焼成プロセスの温度も下げる必要がある。そこで、リアルタイムで薄膜を評価

するため、In-situ反射率スペクトル測定を行いながら、成膜を行った。 

【実験】実験では、組成比 Nd：Bi：Fe：Ga=0.5：2.5：4：1のMOD 溶液 (NdBiFeGa-04、高純度

化学研究所製) を Gd3Ga5O12基板上にスピンコートし、各

成膜プロセスにおける反射スペクトルの測定を行った。反

射スペクトルは、LED光源とマルチチャネル分光器を用い

て測定した。 

【結果と考察】Fig.1に溶液塗布後の試料を 100 ℃で 10分

間乾燥したときの反射率スペクトル変化、Fig.2に乾燥後の

試料を 450 ℃で 10 分間仮焼成したときの反射率スペクト

ルおよび本焼成後の反射率スペクトルを示す。光の干渉に

よるものだと考えられる周期構造や、屈折率の変化に伴う

反射率の増大が確認された。このことから、反射スペクト

ルを測定することで、薄膜の変化をリアルタイムで評価す

ることが可能であり、光MOD 法での成膜やガーネットの

形成メカニズムの解析へ応用できると考えられる。 
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Fig.1 Reflectance in drying process 

Fig.2 Reflectance in pre-annealing 

process and after crystallization 
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